
 

<富岡地区 キャリアシート> 
研究主題   志をもち、自らの生き方を切り拓く児童生徒の育成 

 

<研究の概要> 

 富岡市立北中学校区では、志をもって自分の生き方を切り拓く児童生徒を育成するた

め、中学校区、家庭、地域との連携を強化し、児童生徒の発達段階、家庭や地域の実態に

応じたキャリア教育の推進を図った。 

そこで、９年間を見通したキャリア教育にするため、４つの「基礎的・汎用的能力」を

両校児童生徒の実態と照らし合わせた上で、「５つの力や心(小野小)」・「６つの姿(北

中)」として設定し、発達段階に応じた身に付けさせたい力を明確にして、全体計画に位

置づけた。また、児童生徒が学習活動を振り返り、「身に付けたい力」や「自己の成長や

変容」に目を向け、学びを実感できるように、児童生徒用キャリアシートを活用して、自

立心や自己肯定感を高められるように工夫した。さらに、年間指導計画をより実効性の

あるものにするために、キャリア教育の重点単元を位置づけた教師用キャリアシートを

作成・活用して、各教科とキャリア教育との関連性を図った授業づくりを実践した。 

その結果、児童生徒が意欲的に学校生活を送る姿が見られるようになり、目標の実現

に向けて自主的に行動できるようになった。 

 

１ 主題設定の理由 

 富岡市立北中学校区は、小学校一校、中学校一校であり、現在は小学校１年生から中学

校３年生までのすべての学年が単学級である。そのため、子どもたちの多くは９年間同じ

友人たちと学校生活を過ごし、仲が良くて落ち着きがある。しかし、中学校を卒業すると、

全く新しい友人たちと人間関係を築き、新しい環境で学校生活を始めるという、多くの児

童生徒が初めてとなる経験が待ち受けている。 

そこで、児童生徒が中学校を卒業した後、新しい環境で周囲に埋もれたり流されたりせ

ず、自分自身をしっかりともって生きていける力をつけさせたいと考え、小中９年間を見

通して「志をもち、自らの生き方を切り拓く児童生徒の育成」を主題として設定した。 

 

２ 研究のねらい 

小・中学校の９年間を「社会的・職業的自立にかかる基盤形成の時期」ととらえ、小・

中学校や地域と連携を図りながら小・中学校におけるキャリア教育の在り方を研究する

とともに、全体計画や年間指導計画を作成し、キャリア教育の視点に基づいた発達段階に

応じた授業実践を行い、「自分を理解すること」「人や社会とかかわり、適応したり働きか

けたりすること」「目標に向かって努力すること」「身の回りの仕事に関心をもつこと」「あ

こがれや希望をイメージすること」等ができる児童生徒を育むことを目指す。 

なお、学校の教育活動全体を通して児童生徒のキャリア発達を目指すことから、授業実

践は各教科・領域等からなる教育課程全体を対象とし、実践を通して、高い志をもって根

気強く取り組んだり、あこがれや希望を抱きながら努力したりすることで、自らの生き方

を切り拓いていく児童生徒を育成する。 

 



 

３ 実態 

（１）地域の実態 

富岡市立北中学校区（小野地区）は、富岡市の北東部に起伏する富岡丘陵にある。第 1

次産業に従事する人が約 3分の 1で、農業がほとんどであり、蒟蒻、葱など野菜栽培に従

事する人が多い。他地域と同じように高齢化が進み、人口は減少傾向にある。そのため、

米作りなどの農業体験を行う場や指導する人材に恵まれている一方で、事業所や店舗が

少なく、将来の職業人に必要な職業観や勤労観を育むために必要なモデルが少ないとい

う課題がある。学校教育に対しては、熱心で好意的な方が多く協力的である。 

 

（２）児童生徒の実態 

両校でキャリア教育にかかわる児童生徒の実態を話し合ったところ、小野小学校では、

「自分をさらに伸ばそう、発展させようという気持ちが弱い」「より高い目標達成に向け

た意欲的な姿が見られない」「経過や過程を重視せず、結果を繕う傾向がある」「学校外へ

の関心が低い」「自分の考えを人前で話すことが苦手」といった実態が挙げられた。北中

学校では、「自分に自信がなく、人前で話すことが不得手」「自らの考えで行動する力に欠

ける」「困難に立ち向かう意思力が乏しい」「他者と交流することが苦手」「言動が受動的

で、控えめで遠慮がち」といった実態が挙げられた。小野小学校・北中学校ともに、山間

に位置する全学年単学級の小規模校に特有の実態が浮き彫りになった。 

 

４ 目指す児童生徒像 

 

 

 

 

 

５ 研究内容 

（１）５色（６色）の力や心（姿）と全体計画 

前述した実態を踏まえ、全体計画を作成した。小野小学校では、児童に身に付けさせた

い資質・能力として「５つの力や心」を、北中学校では、生徒の高めるべき姿として「６

つの姿」を以下のように設定した（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜図１＞「６つの姿」（北中）と「５つの力や心」（小野小） 

【北中学校】様々な学習を通して、高めるべき”６つの姿” 
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課題を適切に処理
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れ、自分の考え
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ている姿 

【小野小学校】児童が身に付けていく力や心 

好きなことやできる
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の可能性を広げてい

く力 
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力 

自分の役割を果た

し、人や社会のため

に役立つ喜びを感じ

る心 

志をもち、自らの生き方を切り拓く児童生徒 

自ら考えをもち、目標に向かって、主体的に行動できる生徒 

みんなといっしょによりよく生きる児童 

【北中学校区】 

【北中学校】 

【小野小学校】 



 

「５つの力や心」と「６つの姿」は、文部科学省発行の『小学校キャリア教育の手引

き＜改訂版＞』『中学校キャリア教育の手引き』で示されている４つの「基礎的・汎用

的能力」と両校児童生徒の実態を照らし合わせた上で作成したものである。文部科学省

が示す基礎的・汎用的能力と１対１で対応するものではなく、「５つの力や心」「６つの

姿」すべてに基礎的・汎用的能力が密接に関連しているという考え方である。 

これら「５つの力や心」「６つの姿」は、全体計画等で必ず色分けして示すようにし

た。これにより、視覚的に違いをわかりやすくし、教師間でイメージを共有しやすくす

ることができた。キャリア教育に関わるすべての活動は、この５色（６色）で色分けし

ていくこととし、児童生徒用キャリアシートや掲示物などに反映させている。 

 加えて、全体計画の中に「キャリア教育実践上の視点」を明記した（図２）。通常の

授業をこれらの視点で捉え直し、重点目標に迫るための手立てに迷わないように、ヒン

トとして活用するためである。これは、キャリア教育のスパイス（調味料）と言ってよ

い。各々の視点のいずれかを具体化し、手立てとして意識的に取り入れることにより、

全教育課程において

キャリア教育の実践

が可能となることを

目指したものであ

る。 

 

 

 （２）日常の授業を核としたキャリア教育 

キャリア教育というと、一般的には「将来の夢や希望をもつ」という言葉がつくこと

が多い。しかし、両校では、「将来の」という言葉をつけることにより、児童生徒が現

在と未来のつながりを意識しづらくなったり、単なる空想に終わってしまったりする

という負の側面を考えた。そこで、小野小学校では、「将来

の」という言葉をあえて取り除き、もっと身近で短期間のう

ちに実施可能な「夢や希望」を実現させるというキャリア教

育を模索した。一方で、北中学校では、自己の役割や生き方、

働き方の暫定的選択が必要となるため、より身近で現実的な

未来を「自分の未来に向かう」という、将来への展望を意識

したキャリア教育を考えてきた。そこで、「今の授業がつな

がる未来」の合い言葉（図３）のもと、キャリア教育を重点

的に実践する単元を選び、日常の授業を核として、意識的に

キャリア教育に関わる能力を高めていくこととした。 

 

 （３）教師用キャリアシートによる計画と実践（年間指導計画に代わるものとして） 

両校では、キャリア教育の年間指導計画をより効果的・実践的にするものとして、教

師用キャリアシートを考案した。教師一人一人が各教科・領域から、キャリア教育にか

かわる単元を抜き出し、個人の実践計画を作成するものである。また、実践した際には、

児童生徒の様子や反応を記録するようにした。児童生徒の成長や変容を見取り、次回の

改善につなげることができるようにするためである。 

教科・領域を貫くキャリア教育実践上の視点 

「自分事」として課題をとらえる動機づけ 
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・地域とつながる

学習活動 
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し、分担・協力す

る場面 

・プロセスの可視

化 

・成果を実感し共

有する時間 

本物や本質に触れる豊かな体験活動・ゴールがイメージできる単元構成 
自分の学びをふり返る「内省」の時間 

＜図２＞「キャリア教育実践上の視点」（小野小） 

＜図３＞合い言葉ポスター（北中） 



 

 ＜小野小学校の教師用キャリアシート＞ 

キャリア教育年間指導計画の代わりに、小野小学校では「教師用キャリアシート」（図

４）を作成・活用した。学年や教科の年間指導計画をもとに、各教師が年度始めにキャ

リア教育の視点で実施可能な単元を洗い出し、教師用キャリアシートに単元名と主な

学習計画、手立て等を書き込むものである。こうすることにより、形だけの指導計画に

とどまらず、実践を見据えた計画を作ることができる。また、各教師が自分で指導計画

を作ることになり、実践への動機付けを図ることができる。作成の際に特に気をつけた

のが、「一単元で一つの力（姿）」を設定するということである。身に付けさせたい力や

目指す姿を複数設定してしまうと、手立てや見取りの視点がぼやけてしまい、結果的に

どちらも身につけさせることができず終わってしまいかねないためである。 

教師用キャリアシートは、年間指導計画であるとともに、指導の実践記録でもある。

具体的には、以下の２点を記録する。 

「キャリア・ログ」（※Ａ） 

毎時間後、「手立てを講じた結果、児童がどのような反応を見せたか」を記入する。

手立ての効果や問題点にも言及して記録しておく。そうすることで、教師自身の指導の

自己評価となるとともに、次年度以降の学習指導の参考になる。 

「キャリア・ショット」（※Ｂ） 

単元終了後、「学習を通して、児童が力や心を身につけた姿」を写真に収めて最良の

一枚を選ぶ。児童の成長や変容の姿を可視化し、実際にその姿になったのか検証する上

で重要なものである。また、単元を通して児童がどのような姿に成長してほしいのかを

教師が思い描くことにつながり、学習指導の目標と手立て、評価に一貫性が出る。 

こうして、一年間の実践が終わって整理したものを蓄積していくことで、次年度以降

も継続してキャリア教育を推進する上での貴重な資料となる。このように、教師用キャ

リアシートは、指導計画であるとともに実践記録でも評価と改善のための資料でもあ

り、一枚のシートでＰＤＣＡサイクルをすべて包含するものと考えている。 

 ＜図４＞教師用キャリアシート（小野小・４年）ただし、実践した後に記入したもの 

※Ａ 

※Ｂ 



 

＜北中学校の教師用キャリアシート＞ 

通常の年間指導計画に代わるものとして、北中学校でも「教師用キャリアシート」（図

５）を作成・活用した。本校は全学年単学級で、一人の教員が１年から３年までの全学

年の教科指導を行っており、３年間を見通した指導計画の作成が比較的容易である。そ

こで、３年間の指導内容を１枚のシートにまとめたものがこれに当たる。 

作成に当たっては、まず、各教科で、「６つの姿」が高められる単元・題材を学年ご

とに４つ選定した（※Ｃ）。この時、一単元・題材で、高めるべき姿は必ず１つとした。

そして、中学校学習指導要領の各教科の目標を、６つの姿ごとに洗い直し、記入した。

それと並列する形でキャリア教育の視点を記入した。単元・題材構成は、まず、高めた

い姿をねらいとして記入する。そして、そのねらいを達成するための手立て・支援を記

入する。授業後に、生徒の姿（ねらいとした姿まで高まったかどうか）を記入し、最後

に改善点（評価）を記入していくものである（※Ｄ）。１学年、４つの単元・題材を選

定してあるが、学年末に、各学年の生徒がどのような姿になっていてほしいかを最終的

なゴールの姿として記入してある（※Ｅ）。 

   なお、前述したように、各単元・題材で高めるべき姿は１つとしたが、１つの教科で

６つの姿を全て高めるのではなく、各教科の特質を生かして、高めるべき姿を選定した。

また、本校生徒の実態から、特に高めたい姿として、「自分の考えをもち表現する姿」

と「進んで人とかかわりをもつ姿」を設定している教科が多くなっている。（図５「教

師用キャリアシート（国語）」は１年生のみ、この後に２・３年生が続く） 
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＜図５＞ 教師用キャリアシート（北中・国語）部分 



 

（４）児童生徒用キャリアシートによる見取りと評価 

キャリア教育は、児童生徒の社会的自立に向けた力を身に付けさせるものであり、単な

る体験活動や通常の学習指導に終わらず、将来の生きる力につなげる必要がある。そのた

め、単元の前と後を比較して、どんな力が身に付いたか、どんな成長や変容があったかを

児童生徒自身が意識していくことが重要である。そこで、キャリア教育を重点的に実践す

る単元では、「児童生徒用キャリアシート」を使用することにした。 

      

 ＜小野小学校の児童用キャリアシート＞ 

小野小学校では、キャリア教育を実践した際に、「児童用キャリアシート」（図６）を

活用して児童に振り返りをさせた。教科等で活用される「振り返りカード」にあたるも

のであるが、従来のものと異なる点は、児童が学習において身に付けた知識や技能を振

り返ったり、学習の感想を書いたりするのではなく、「身に付けた力」や「成長や変容」

に目を向けて、学習活動を振り返ることができるようにしたものである。 

キャリア教育実施単元では、児童自身が成長や変容を確認できるようにするために、

単元の導入や前半部分で、児童が単元の最終的な目標をはっきりと認識できるように

工夫する。児童は、単元の流れを把握したのち、「ゴールのイメージ」を書き込む（※

Ｆ）。目標にあたる部分であるが、ポイントは、「力を付けた自分の姿や理想とする自分

の姿」「終わったあとに変化していたい自分の考えや思い」といった「姿」や「思い」

を書くことである。こうすることで、漠然と起きた事実を振り返って書くだけでなく、

自身の成長や変容に目を向ける児童を育てることができると考えた。 

児童は、各時間の最後に、「自分がやって

みたこと」や「考えたこと」「学んだこと」

などを、記入していく（※Ｇ）。その際に、

単なる学習活動の記録や感想にならないよ

うに、教師は「どんな力が身に付いたか」

「どんな心が育ったか」を意識して書くよ

う助言することが重要である。 

単元の最後には、児童が「ゴール」を書

き込む（※Ｈ）。単元を通して学んだことや

できるようになったことを、最初に記した

「ゴールのイメージ」と照らし合わせて振

り返る。自分が身に付けた力や心を実際の

姿として捉え、成長や変容を実感できるよ

うにする。 

児童用キャリアシートは、発達段階に応じて、低学年用と中・高学年用の 2 種類を用

意した。低学年では、文章での表現が難しいため、星（マーク）を塗りつぶすことで自

分の満足度や成長の度合いを表現するようにした。3 年生以上では、書き方に慣れた方

がスムーズに振り返りをすることができると考え、共通の形式を採用した。 

キャリアシートは、「キャリアノート」に貼り付けて蓄積していくこととした。蓄積

したシートを、次の単元の前に読み返すことで、自分の成長や変容を確かめ、次に向か

う意欲を高めることができる。 

成
長
や
変
容 

※Ｆ 

※Ｇ 

※Ｈ 

＜図６＞ 児童用キャリアシート（小野小） 



 

 ＜北中学校の生徒用キャリアシート＞  

北中学校でも各教科で授業実践に取り組む中で、

「生徒用キャリアシート」（図７）を活用した。これ

は、一種のポートフォリオのようなシートである。

まず、学習活動を始めるときに、この単元や題材で

高めたい姿を生徒に示し、この学習活動終了後、ど

のような姿になっていたいか（最終的なゴールの

姿）を設定させる。（※Ｉ）そして、指導計画に沿っ

て、高めたい姿を見取るための「場」や「時間」の

支援や工夫を設定し、生徒にめあてと振り返りを記

入させていく。 

そして、全ての学習活動終了後に、はじめに設

定した姿に近づいたかどうか、高まった力はあるかどうかを振り返らせた。このシート

は回収し、担当教師がコメントを添えて返却し、生徒用キャリアシート専用のファイル

に綴じ込んでいる。 

ここで大切なことは、教師からのコメントである。必ず、生徒一人一人の学習活動を、

高めたい姿に照らし合わせてコメントを書くこととした。例えば、「自分の考えをしっ

かりと表現できている姿が見られました。このような姿は、これから生きていく上でと

ても大切な姿です。この姿を様々な学習や生活の中に生かしていってください。」のよ

うに、「今の授業がつながる未来」を強く意識したコメントとした。（※Ｊ） 

各教科、単元ごとに生徒用キャリアシートで振り返りを行ってきた生徒が、学習して

きたことの積み重ねやつながりが感じられることが、さらなる意欲の向上につながる

と考えて取り入れたものが「学びつなぎシート」（図８）である。 

専用のファイルに綴じ込んで蓄積してきた生徒用キャリアシートを振り返りながら、

該当する「姿」と学習時期の重なった箇所に教科と単元名を記入する。そうすることで、

教科や単元を超えた６つの姿によるつながりが見えてくるのである。その際、学校行事

や職場体験学習とのつながりにも触れることで、今まで学んできた学習が学校生活や

日常生活にもつながっていることに気づくと考えた。この活動を行った生徒からは、

「今までキャリアシートの意味をあまり理解できずにいたけれど、今回の学習が自分

達で考えてつくるものの役に立ったり、よりよい工夫をしたりするために大事なこと

だと思った。」等の感想が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図７＞ 生徒用キャリアシート（北中） 

 
＜図８＞ 学びつなぎシート（北中） 

※Ｉ 

※Ｊ 



 

６ 研究のまとめ 

（１）成果 

＜教師用キャリアシートに関して＞ 

キャリア教育年間指導計画に代わるものとして、教師用キャリアシートを作成したこ

とは、キャリア教育を意図的・計画的に行う上で効果的であった。キャリア教育は全教

育課程を通して実践されるものだとされている。このことは、どの教科・領域でも行う

ことが可能である反面、どの教科・領域でも扱わなくても困らないということになる。

そこで、どの教科・領域の、どの単元で実施するかを「自ら決めて宣言する」という教

師用キャリアシートは、実践を確かなものにするために必要であった。 

また、キャリア教育の視点を加えた計画を自ら立てることで、児童生徒に身に付けさ

せたい力や目指す姿を念頭に置きながら、授業の工夫・改善を行うことにつながった。

計画時のみならず、毎時間の取組を振り返って記録する形にしたことで、次時の課題を

意識して学習を進めることができるとともに、実践したことの成果や課題を次年度に引

き継ぐことにもつながった。 

さらに、年度始めに計画を立てることで、異学年交流や小中連携、地域連携を意識し

た取組を、先を見通して準備することができた。これまで行っていた同様の交流も児童

生徒の自立を促すための手立てとして、意味づけられることになり、目的を明確化する

ことができた。 

 

＜児童生徒用キャリアシートに関して＞ 

キャリア教育を実践する単元において、児童生徒用キャリアシートによって振り返り

をさせたことも、大きな成果を得ることができた。児童生徒が常に自らの「ゴールの姿」

をイメージし、目標に向かって活動することで、主体的に行動し、工夫して物事を進め

る姿が見られるようになった。児童生徒は、自己の成長や変容を振り返って実感するこ

とができ、「自己肯定感」や「自己有用感」を育むことにつながった。 

また、教師にとっては、児童生徒用キャリアシートに振り返りを書かせることによっ

て、児童生徒の意識がゴールに向けられているかどうかを判断したり、自身の成長や変

容をどう感じているかを見取ったりすることができ、学習計画や学習活動の修正、学指

導の評価・改善に役立てることができた。 

さらに、中学校では生徒用キャリアシートに教師がコメントを書いたり、生徒が学び

つなぎシートを完成させたりすることによって、生徒自身が気づかなかった自身の成長

にも気づかせることができた。 

 

（２）課題 

児童生徒が学習活動を進めていく過程で、身に付けさせたい力に意識が向かっていな

い児童生徒やキャリア教育のねらいに照らして十分に達成できていない児童生徒への効

果的な支援の方法を考えていく必要がある。 

次年度以降、キャリア教育をどのような形で継続していくか検討の余地がある。教師用

キャリアシートを継続して活用していくには、次年度の教職員へ両校のキャリア教育の

考え方を引き継いでいく必要もある。形だけでなく、意味のあるキャリア教育として継続

していくためにも、今後の進め方を検討していく必要がある。 
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富岡市立小野小学校・富岡市立北中学校 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年の重点目標（児童・生徒のゴールの姿） 

 

小 

低 

 

小 

中 

 

小 

高 

 

 

 

 

中 

学 

校 

【キャリア教育にかかわる児童の実態】 

自分をさらに伸ばしていくこと

を知らず、発展性に乏しい 

より高い目標達成への欲がない 

経過や過程を重視せず、結果だ

けを帳尻合わせする傾向がある 

枠から外れたがらず内弁慶 

考えを人前で話すことが苦手 

【キャリア教育にかかわる生徒の実態】 

自分に自信がなく、人前で話

すことが不得手

自らの考えで行動する力に欠ける 
困難に立ち向かう意思力が乏しい 

他者と交流することが苦手 

言動が受動的で、控えめで遠

慮がち 

【北中学校区のキャリア教育の重点目標】 

志をもち、自らの生き方を切り拓く児童生徒の育成 

【小野小学校キャリア

教育の目標】 

みんなといっしょに 

よりよく生きる 

子どもたちを育む 

【北中学校キャリア 

教育の目標】 

自らの考えをもち、目標

に向かって、主体的に活

動できる生徒の育成 

【小野小】 児童が身に付けていく力や心 

【北中】 生徒が高めるべき姿 

自分のできることや得

意なことを増やす 

上級生や上手な子を手

本にして挑戦する 

自分で考えたり決めた

りしたことを最後まで

がんばる 

自分の気持ちや考えを

伝えて、協力して活動す

る 

自分の役割がわかり、活

動に取り組む 

いろいろなことに興味

をもち、好きなことに

夢中になる 

目標をはっきりとさせ、

難しいことでも自分ら

しく挑戦する 

失敗をおそれずいろい

ろな方法で、目標に向

けて努力する 

ほかの学年や地域の人

とのつきあい方を知り、

進んでかかわる 

学級の一員として役割

を果たし、人や学校に役

立つことをする 

選んだことや決めたこ

とにこだわりや自信を

もって取り組む 

目標を高く掲げ、自分で

課題をもち、解決のため

に工夫して行動する 

苦手なことや初めて体

験することに失敗を恐

れず取り組み、自分の行

動をふり返って成長を

実感する 

進んで地域とかかわり、

知識を得、技能を高め、

思いを生かす 

理想の実現に向け、リー

ダーシップをとったり

役割を果たしたりする

ことで、人の喜びを自分

の喜びと感じる 

多様な考えに触れ

ることで、自分の

考えを見直し、新

たな自分の考えを

もっている。 そし

て、その考えを自

信をもって様々な

形で表現している 

目標を定め、その

目標達成に向け

て、様々な課題に

気づいている。そ

して、課題解決の

ために有効な計

画（見通し）を考

え、立案している 

立案・計画の過程

で生じた課題を

適切に処理して

いる。そして課題

解決に向けて、あ

きらめることな

く、粘り強く最後

まで取り組んで

いる 

他者に積極的に

働きかけながら、

互いに足りない

部分を補完し合

っている。そし

て、お互いに、助

け合い、協力し合

いながら、行動し

ている 

様々な場面で自己

の役割を自覚し、

その役割を果たし

ている。その上で、

自ら積極的に地域

社会や実生活とか

かわり合いをもっ

ている 

生き方に関する多

様な情報から、自

分に適した情報を

取捨選択してい

る。そして、自分の

将来について考

え、暫定的な将来

設計を考えている 

自分の可能性を 

広げる力 

高い目標に 

挑戦する心 
粘り強く 

努力する力 
人や社会に 

働きかける力 

役立つ喜びを 

感じる心 

自分を見つめ、自分の

興味やこだわり、可能

性を広げていく力 

高い目標や知的好奇心

をもち、前向きに考え

て、創造し挑戦する力 

粘り強く努力して、達成

感を得たり、失敗から学

んだりする力 

人や社会と積極的にか

かわり、適応したり働

きかけたりする力 

自分の役割を果たし、

人や社会のために役立

つ喜びを感じる力 

自分の考えをもち 

表現する姿 

目標を定めて 

計画を作る姿 
課題に粘り強く 

取り組む姿 
進んで人と 

かかわりをもつ姿 

役割を自覚し 

それを果たす姿 

よりよい生き方を 

求め続ける姿 

多様な考えに触

れ、自分の考えを

見直し、自信をも

って表現している

姿 

目標達成に向けて

の課題に気づき、

解決のために有効

な計画（見通し）を

立案している姿 

立案・計画で生じ

た課題を適切に処

理し、様々な視点

から解決に向けて

粘り強く取り組ん

でいる姿 

他者に働きかけな

がら、互いに補完

し合い、協力して

行動している姿 

様々な場面で自己

の役割を自覚し、

地域社会や実生活

に責任をもって貢

献している姿 

多様な生き方に関

する情報を取捨選

択し、自分の将来

を形成している姿 
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 【北中学校との連携】 ・キャリア教育で身に付けさせたい力をつなぎ、9年間で成長を促す 

・児童生徒用キャリアシートに、自分の成長や変容を記録する 

・児童生徒が共に参加する学校行事を設ける 

各学年の重点目標 

【低学年】 

自分のできることや得意なことを増やす 

上級生や上手な子を手本にして挑戦する 

自分で考えたり決めたりしたことを最後までがんばる 

自分の気持ちや考えを伝えて、協力して活動する 

自分の役割がわかり、活動に取り組む 

 
【中学年】 

いろいろなことに興味をもち、好きなことに夢中になる 

目標をはっきりとさせ、難しいことでも自分らしく挑戦する 

失敗をおそれずいろいろな方法で、目標に向けて努力する 

ほかの学年や地域の人とのつきあい方を知り、進んでかかわる 

学級の一員として役割を果たし、人や学校に役立つことをする 

【高学年】 

選んだことや決めたことにこだわりや自信をもって取り組む 

目標を高く掲げ、自分で課題をもち、解決のために工夫して行動する 

苦手なことや初めて体験することに失敗を恐れず取り組み、自分の行

動をふり返って成長を実感する 

進んで地域とかかわり、知識を得、技能を高め、思いを生かす 

理想の実現に向け、リーダーシップをとったり役割を果たしたりする

ことで、人の喜びを自分の喜びと感じる 

【各教科】 
・自分の能力や適正を

知り、それらを伸ばす

意欲を育むとともに、

基礎学力の向上を図っ

て自己肯定感を育む 

・課題解決的な学習形

態を工夫し、児童自ら

が考えたり判断したり

する力を養う 

・友だちと学び合う過

程を重視し、力を合わ

せ解決することのよさ

を味わわせる 

【総合的な学習の時

間】 

・自ら課題を見つけ、

追究し解決していく学

び方を身に付けさせる 

・地域の自然や社会、

人々と主体的に関わる

経験を通して、地域で

よりよく生きようとす

る態度を育てる 

【キャリア教育にかかわる児童の実態】 

自分をさらに伸ばしていくこと

を知らず、発展性に乏しい 

より高い目標達成への欲がない 

経過や過程を重視せず、結果だ

けを帳尻合わせする傾向がある 

枠から外れたがらず内弁慶 

考えを人前で話すことが苦手 

【めざす教師像】 
・常に学ぶ姿勢をもつ教職

員 

・児童と学びの喜びが共有

できる心をもつ教職員 

・児童の成長を第一に考え

る教職員 

【道徳】 

・友達のよさを認め、互

いに助け合う心情を養う 

・特徴を知り、良いとこ

ろをのばしていこうとす

る心情を養う 

・働くことの意義や喜び

に気付かせ公共心を養う 

【特別活動】 

・学級活動や児童会活動

では、学校生活の向上の

ために、話し合い活動を

充実させ、自分の役割を

果たす態度を育む 

・クラブ活動では、同好

の仲間と活動を作り出す

経験を通して、個性の伸

長と協力性を育む 

・学校行事では、主体的

な関わりと活動のふり返

りを通し、喜びや達成感

を味わわせ、自分の成長

を意識させる 

児童が身に付けていく力や心 

好きなことやできるこ

とを増やし、自分の可

能性を広げていく力 

高い目標や知的好奇心

をもち、前向きに考え

て、創造し挑戦する心 

粘り強く努力して、達

成感を得たり、失敗か

ら学んだりする力 

人や社会と積極的にか

かわり、適応したり働

きかけたりする力 

自分の役割を果たし、

人や社会のために役立

つ喜びを感じる心 

学校教育目標 

ふるさとに親しみ、思いやりの心をもち、かしこく判断し、たくましく生きる子どもを育てる 

【めざす児童像】 

やさしい子・かしこい子・たくましい子 

【小野地域のキャリア教育の重点目標】 

志をもち、自らの生き方を切り拓く児童生徒の育成 

【小野小のキャリア教育の目標】 

みんなといっしょによりよく生きる子どもたちを育む 

さらに高い目標 

再チャレンジ 

自立のモデル 

試行錯誤 

好きなことできるこ

と 

進んでかかわる 

選択と自己決定 

成長と変容 

成果の実感と共有 

創造的で探究的 

教科・領域を貫くキャリア教育実践上の視点 

本物や本質に触れる豊かな体験活動・ゴールがイメージできる単元構成 

「自分事」として課題をとらえる動機づけ 

自分の学びをふり返る「内省」の時間 

・自分を見つめ自分と向

き合う場面 

・選択と自己決定の場や

時間 

・「～たい」を見つけ、

こだわり続ける意欲付け 

・さらに高い目標をめざ

す意欲付け 

・憧れや理想のモデルに

触れる機会 

・探究心をくすぐる場や

時間 

・課題に対し試行錯誤し

ながら取り組む時間 

・再チャレンジの機会 

・成長と変容を振り返る

場面づくり 

・異学年交流や地域とつ

ながる活動 

・かかわり方のスキルや

自信をつける時間 

・

 

・役割を明確化し、分

担・協力する場面 

・プロセスの可視化 

・成果を実感し共有する

時間 



富岡市立北中学校

志をもつ

様々な学習を通して、高めるべき“６つの姿”

キャリア教育実践にかかわる場

教科等におけるキャリア教育の視点
【各教科】課題解決に向
け、班活動や話し合い活
動をとおして仲間と協力
している
【道徳】お互いの考えを
共有し、他者の様々な考
えを受け入れている
【特別活動】今の学校生
活を改善するために、仲
間と協力している
【総合】よりよい課題解
決に向けて、仲間と共同
して、行動している

【各教科】学習内容が、
自分の生活と深く関わっ
ていることを知ろうとし
ている
【道徳】地域の実情を知
り、地域や学校を愛し、
実生活での役割を果たし
ている
【特別活動】学校内だけ
でなく、地域や実生活を
より良くするために行動
している
【総合】地域や学校の特
徴を知り、自ら働きかけ
ている
・地域、小野小との連携

志をもつ

生き方を切り拓く

・コミュニケーションを通して、自分の考えをもち自信をもって行動できる生徒

・将来の目標を立て、計画的に学習に取り組める生徒

関連　　　　　　　 学年 【第１学年の重点目標】 【第２学年の重点目標】 【第３学年の重点目標】

【各教科】毎日の学習が
将来につながっているこ
とを意識して習得に向け
努力している
【道徳】よりよい社会を
築くために様々な意見や
考えを取り入れ行動して
いる
【特別活動】将来の目標
に向け今するべきことを
明らかにして取り組んで
いる
【総合】自らの生き方と
課題とのかかわりを見い
出し学ぶ目的を考え実行
している

・生徒会、係、当番活動 ・自問活動（読書、清掃、ノーチャイム･ノー号令）・校外生徒会奉仕活動（公会堂・地域清掃）
具体的な
体験活動

・地域運動会の手伝い ・地域敬老会への参加　・地域人材の活用（タマネギ作り、絵手紙教室等）

生き方を
切り拓く

自己の適性や可能性を理解し、将来の
夢や目標がもてる生徒を育てる

将来の夢や目標に向けて、今するべき
ことの見通しがもてる生徒を育てる

将来の夢や目標に向けた取組の困難を理解
し、克服するために努力できる生徒を育て
る

　・職業調べ
　・職業インタビュー

　・職場体験活動
　・高校調べ　　・ようこそ先輩

　・高校調べ
　・高校訪問　・企業出前授業

様々な情報にふれる場
面・情報を取捨選択する
時間・将来に向け自分の
果たす役割や協力するこ
との大切さに気づく場面

自分の役割を果たす 自分の未来に向かう

多様な考えにふれ、自分
の考えを見直し自信を
もって表現している姿

目標達成に向けての課題
に気づき、解決のために
有効な計画（見通し）を
立案している姿

多様な考えに触れること
で、自分の考えを見直し、
新たな自分の考えをもって
いる。そして、その考えを
自信をもって様々な形で表
現している。

目標を定め、その目標達
成に向けて、様々な課題
に気づいている。そし
て、課題解決のために有
効な計画（見通し）を考
え、立案している。

立案・計画の過程で生じた
課題を適切に処理してい
る。そして、様々な視点か
ら課題解決に向けてあきら
めることなく粘り強く最後
まで取り組んでいる。

【各教科】学習活動をと
おして、自分の考えを明
らかにしている
【道徳】自他の思いを理
解し、生活をより良くす
るための考えをもってい
る
【特別活動】自他の考え
を理解し、よりよい生活
の方法を考えている
【総合】学習をとおし
て、自分の考えを明らか
にし、活動している

【各教科】学習課題の解
決のための方策と、その
計画を作っている
【道徳】確かな考えをも
ち、進んで行動する意欲
を高めている
【特別活動】個人や集団
の課題解決に向けての方
策と、その計画を立てて
いる
【総合】様々なことに関
心をもち課題解決に向け
ての方策と計画を立てて
いる

【各教科】学習のめあて
や活動内容を理解し、粘
り強く課題解決に取り組
んでいる
【道徳】より高い価値に
向かって自己の考えをま
とめ、実践している
【特別活動】個人や集団
で見い出した課題解決の
ための方策を実行してい
る
【総合】自ら設定した課
題解決に向け、粘り強く
取り組んでいる

重点目標（ゴールの姿）

・「懇談会」「ＰＴＡ活動」「学校通信」など、保護者との接点において
キャリア教育の共通理解を深める
・「キャリア教育地域推進協議会」において、学校の取組を理解してもら
い、地域での子どもたちの活動の受け入れについて協力体勢を整える

自分の考えをもち
表現する姿

目標を定めて
計画を作る姿

課題に粘り強く
取り組む姿

進んで人と
かかわりをもつ姿

役割を自覚し
それを果たす姿

・　「北中スポレク大会」「小野小焼きいも集会」「小中いじめ防止子
ども会議」などの交流活動・体験活動をとおして、自分の役割を果たす
とともに、中学生として、小学生の手本となりながら、協力して活動す
ることの意義を学ぶ

【小野小学校との連携】

他者に積極的に働きかけ
ながら、互いに足りない
部分を補完し合ってい
る。そして、お互いに、
助け合い、協力し合いな
がら、行動している。

様々な場面で自己の役割
を自覚し、その役割を果
たしている。その上で、
自ら積極的に地域社会や
実生活とかかわり合いを
もっている。

生き方に関する多様な情
報から、自分に適した情
報を取捨選択している。
そして、自分の将来につ
いて考え、暫定的な将来
設計を考えている。

【保護者や地域との連携】

自ら地域社会や実生活と
かかわりをもつ場面・自
己の役割を自覚する時
間・自己の役割を果たす
場面

多様な生き方に関する情
報を取捨選択し、自分の
将来を形成している姿

よりよい生き方を
求め続ける姿

立案・計画で生じた課題を
適切に処理し、様々な視点
から解決に向けて粘り強く
取り組んでいる姿

キャリア教育全体計画

【目指す教師像】
個々の生徒理解に努め、個性の伸長を目指して

的確な指導のできる教師

【 学 校 教 育 目 標 】
　豊かな感性と自ら学ぶ意欲をもち、

自他を生かしながら活躍できる社会人の育成
～　感じ　考え　行動する　～

創　造
疑問をもとに、生きて働く知恵を創り出す生徒

友　愛
自分の役割を果たし、人のために尽くす生徒

健　康
強い心と体をもち、自分を信じて挑戦し続ける生徒

・学習指導要領
・群馬県学校教育の指針
「キャリア教育の推進」
・第２期群馬県教育振興
  基本計画
「キャリア教育の充実」
・富岡市の学校教育
「キャリア教育の取組」
・文部科学省「キャリア
  教育の手引き」

　　   【生徒の実態】
生徒は、小学校からほぼ同じメ
ンバーで生活してきているため
お互いに気心が知れており、全
学年を通して落ち着いた生活を
送っている。しかし、その反面
控えめで、困難に立ち向かう姿
勢や自己を表現する姿勢に物足
りない面がある。

【目指す学校像】
　たくましく生きる生徒を目指した特色ある教育活動を

計画的に進める学校

【北中校区のキャリア教育の目標】志をもち、自らの生き方を切り拓く児童生徒の育成

【本校のキャリア教育の目標】自らの考えをもち、目標に向かって、主体的に活動できる生徒の育成

多様な考えにふれる場
面・自分の考えをもつ時
間・自分の考えを見直す
時間・自分の考えを発表
している場面

目標達成に向けて様々な
課題に気づく場面・課題
解決法を考える時間・見
通しをもつ時間・有効な
計画を立てる場面

課題を適切に処理する場
面・課題解決に向け継続
して取り組む時間・達成
感を感じる時間

他者に積極的に働きかけ
る場面・お互いに助け合
う場面・お互いに協力し
て活動している場面

自分と向き合う 自分を進める 自分を広げる 自分から働きかける

他者に働きかけながら互
いに補完し合い、協力し
て行動している姿

様々な場面で自己の役割
を自覚し、地域社会や実
生活に責任をもって貢献
している姿

自己を理解し、他者を尊重し、集団の
一員として行動がとれる生徒を育てる

集団の中での自分の役割を理解し、他
者とかかわりながら役割を果たすこと
のできる生徒を育てる

人間関係を円滑に進めるとともに責任のあ
る行動のとれる生徒を育てる

【北中校区のキャリア教育との関連】










